
第33回総会〕

B 159

被　服　171

糸。葛本限外吸収,ニJ,-,■^ろ。ス巧･iiか久考知

　　　　　　　余良ヤ沢　啄扱　・細桐低今今　丹飼慰手

　曰訥　参一万･－ふ眼ii 、ヽ^ - 浪の脊眼擬似の中で、よヽヽ斤£ も仁h'^糸の純吸・明雄心

が卑倆！れマ* 恥､．牟報でふ恥服痛秀で鬼佩絃糧^溥・闇哩^ もつ斤のヵ吟朗桓唯心y

ヽ!！e.スヤ、'.ﾇ＼シ．和£.藤べ'ai ^ 参の球肺で息a可否．そレて. 糸､、算牟夜彩特剱．・

な刺乱神羞．降締、ゆi↑しμじり時怖にお･T^ t ヌそ'I シヌ %振鳶餉lニ解析レ■z らﾚ

幟維・ヽ粘碑粍Y.繊維問覆椎r^ 莫イくりスそ'I シス収萌・胡fit.紙み乱

　首弧　直弗象眼Y.しての斤ダやn祠

糸＆池亀心痛家手T=､^曲争flヽら回覆！<£. そin じ刄いに久"£- 紅潮し　その碑乾が萍牝りご

剛叡's; ﾏ･血似可暁fl､梗討-Jゐ．^T^氾徊

的汲砺・求めろ．鍼獅､-i、算虹．君'l エヌ冴､レ. 5f-倅. 辱^ ^求･I エスそ1レめ刄紡参£.ぷ

し/ヽ.|叩寡　油i↑.紳じ') 試映i^i守k ■£S It5l'lシス行⌒. ft殤I' ほワ1 マーμ､4.咀I' Tシ．

　結集　糸<A 卯慕直縁l^、勝･がp.　ひTみ＆fc ^ ^ t 戸・Cぐ？ヽ巨賊ﾏ｀S. ニ此乞展衣礪刀

7v≫し最戈ひ^-みふで硝裾砿-^ 4 t.、仰慕・ヽﾝ､の回僕過程i^ ‰ｲ％．?v集約tDろこと．% と似

し仁．-- 二ぐ. C化町剛摯叙7ヽ蔀^．＆怖灸妁!'-ついても　ft場席味凡、そめ曙の政略歿

御葺W£そih. ぞ才しめ最-R値瓦・づU､-f娩務にして. 教彩西牲・覧-cぜ゛(**-)回復漣曝^..

良心叫影卜^舶と・^･lヽ■ 吐以■?■ヽ才!>．二- -?-. C: is.こ．､C.C 剛̂糸叡である．-fi 戈曲* tzー･･､r句.

糾じ') 角i iL I- おけ% 曲1↑≒路じ') 吸獅じおいも-f. ゆ奪. iO-じ') 角に竹・る巳スそ'] シ

スの依^ 、れ、ざ、、こと.■ てvyゆ蚤^零秀形･つ'fら‘＼丁ろじス冴りみスiニぼ. 妬碑杉暇硝の噺今

I-Jヅf(fく. 予めほ乙心^｀以繊組閣療樟･ニ蕗っ･くニy.がおやつ仁．

B 160
手練糸・氷はじ｀さ
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　目的　袱服縫製の角力北ぶまみ. 手社f･の分野iiiヽなり狭ま･、て$ μ#^｀ヽ象灘縫嵌rこお

いて(戎．縫う、く'する、まっる等の作業バタ'^ める．疎い糸を用いる境合、衆の巻$ぐ-と

左直□ I)、糸がむらまフて結びので' さる・と防ぐ目的でヽ、縫い娘りる前に糸をはじ｀い

て使用することが･従知ヽら行なわれている、　　　　　　　　　　　　　犬

　そこr味糾まv < ことり^散の棟乍いどのような気化＆工えいヽ、またバよぴくこと卜

貪昧、倚ゐのおなど蕨痢l持'i、この突験i痛手しre.

　方減数棟の疎・ヽか＆甲らや裁の趾験必j～今午t≫、乍ド糸をはじ'いて便iレZ vヽる

人と、金し
いて、私の見川すのぶ､ざ．部数.荷重牛長曲厭々ど£測足し、比軟瀕封した、

　緯呆疎、ヽ知釧aじヽくことr-より糸の呻び｀･べ見りし諏蜘ま喊ﾀずる．また絹の疎い永ぱ
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ドなるio)と恩われる．はじ｀おれた糸､ダ)ヤング孝l^いまびわない氷よウ久､きくrj:りヽ維映

考のはじ｀いμぷの方がそのM獅秉化バ-大ぺ!い．


